こゝ (こ)ろ
夏目漱石
上　先生と 私 (わたくし)
　　　　　　一
[bookmark: _GoBack]　私 (わたくし)は其 (その)人を常に先生と呼んでた。 だから此所 (ここ)でもた先生と書く丈 (だけ)で本名は打ち明けない。是 (これ)は世 (せ)間 (けん)を憚 (はば)かる遠慮 (えんりょ)といよりも、其 (その)方が私 (わたくし)に取て自然だからである。私 (わたくし)は其 (その)人の記 (き)憶 (おく)を呼び起 (おこ)すごとに、すぐ「先生」と云 (い)たくなる。筆を執 (と)つ (っ)ても心 (こころ)持 (もち)は同じ事である。余所 (よそ)々々 (よそ)しい頭文字抔 (など)はとても使気にならない。
　私 (わたくし)が先生と知り合になつ (っ)たのはである。其 (その)時私はまだ若々しい書生 (しょせい)であつ (っ)た。暑中休 (きゅう)暇 (か)を利用して海水浴に行た友達から是非 (ぜひ)来いといふ (う)端 (は)書 (がき)を受 (うけ)取つ (っ)たので、私 (わたくし)は多少の金を工 (く)面 (めん)して、出掛 (でかけ)る事にした。 私 (わたくし)は金の工 (く)面 (めん)に二 (に)三 (さん)日 (ち)を費やした。所 (ところ)ががに着いて三日と経たないうちに、私を呼び寄せた友達は、急に国元から帰れといふ (う)電報を受け取つ (っ)た。電報には母が病気だからと断つ (っ)てあたけれども友達はそれを信じなかつ (っ)た。友達はかねてから国元にる親達に勧 (すす)まない結婚 (けっこん)を強 (し)ひ (い)られてた。彼 (かれ)は現代の習慣からいふ (う)と結婚 (けっこん)するにはあまり年が若過ぎた。それに肝心 (かんじん)の当人が気に入らなかつ (っ)た。夫 (それ)で夏休みに当然帰るべき所を、わざと避 (さ)けて東京の近くで遊んでたのである。彼 (かれ)は電報を私 (わたくし)に見せて何 (ど)うしや (よ)うと相談をした。 私には何 (ど)うして可 (い)いか分らなかつ (っ)た。けれども実際彼 (かれ)の母が病気であるとすれば彼 (かれ)は固 (もと)より帰るべき筈 (はず)であつ (っ)た。それで彼 (かれ)はとう帰る事になつ (っ)た。折角 (せっかく)来た私 (わたくし)は一人取り残された。－15－

